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1. 調査分析の目的
本事業では、海外の大学及び研究機関における

優れた取組について、多様性（Diversity）、公正さ
（Equity）、包摂性（Inclusion）を重視した研究環境づ
くりの現状と課題を調査分析し、日本での実装可能
性を検討の上、「地方大学における理工系女性研
究者が働きやすく働きがいのある研究環境づくりの
ための政策提言書（仮）」を策定する。

その政策提言書をもって構造改革につなげ、日本
におけるダイバーシティ研究環境の実現を目指す。



2. 実施体制

広島大学と島根大学では、全学的な実施協力体制の下、
「調査分析タスクフォース」を組織して本事業を実施
しています。



3. 調査分析
の手順



4. 調査対象国
本調査では、米国、スウェーデン、ドイツ、韓国の４か国
を訪問し、優れた取組についてデータ収集・分析を行う。



5. 事前調査分析
（１）広島大学と島根大学における取組レビュー

（２）対象国に関する事前情報収集

（３）海外調査準備
・2023年度訪問大学候補の選定及び訪問依頼
・質問票、訪問スケジュール等の作成

（４）国内外の論文等レビュー

（５）事前分析取り纏め

（６）地方大学の定義検討
・大都市圏に位置しない（人口集積、住環境、就職機会等）
・大学が比較的小規模（予算、学生数、学部・研究科の範囲等）



6. 両大学の現状
職名 合計 男性 女性 女性比率
教 授 566人 512人 54人 9.5％
准教授 491人 386人 105人 21.4％
講 師 94人 73人 21人 22.3％
助 教 563人 404人 159人 28.2%

合 計（本務教員数） 1,714人 1,375人 339人 19.8％

広島大学：本務教員の職名別女性比率

令和5年5月1日現在

職名 合計 男性 女性 女性比率
教 授 235人 203人 32人 13.6％
准教授 184人 153人 31人 16.8％
講 師 107人 72人 35人 22.3％
助 教 216人 145人 71人 32.9%

合 計（本務教員数） 742人 573人 169人 22.8％

島根大学：本務教員の職名別女性比率



7. 第１回海外調査：米国

コロンバス州立大学



8. 第１回海外調査：スウェーデン



9. 情報共有フォーラムⅠの開催



10. 来年度の事業計画
（１）調査分析タスクフォース連絡会議を開催

（２）日本及び対象国の施策及び取組等に関する事前調査

（３）第２回海外調査（ドイツ、韓国、米国）

（４）帰国後のデータ分析

（５）情報共有フォーラムⅡの開催

（６）政策提言書の作成

（７）最終シンポジウムの開催



11. 期待される成果とインパクト
（１）海外の優れた取組について、実施スタッフから

収集した現場レベルの生きた情報が整理・共有
される

（２）「地方大学における理工系女性研究者が働きや
すく働きがいのある研究環境づくりのための政
策提言書（仮）」が作成される

（３）フォーラムやシンポジウムを通して教育・研究
機関、自治体、企業、メディアに広く情報発信
し、地域社会の意識啓発が進む

（４）政策提言書を実践することにより、連携機関に
おける女性研究者の採用割合と上位職割合の増
加が期待される

（５）「第6期科学技術・イノベーション基本計画」
「第5次男女共同参画基本計画」の目標達成へ向
けて、地方大学における体制強化が推進される


	スライド番号 1
	1. 調査分析の目的
	2. 実施体制
	3. 調査分析の手順
	4. 調査対象国
	5. 事前調査分析
	6. 両大学の現状
	7. 第１回海外調査：米国
	8. 第１回海外調査：スウェーデン
	9. 情報共有フォーラムⅠの開催
	10. 来年度の事業計画
	11. 期待される成果とインパクト

